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～プロセスアプローチから始める～
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組織紹介

システムエンジニアリングセンター

本社Ｒ＆Ｄ
主な活動

①プロセス改善
②グローバル活用
③設計力強化
④ツール共有化
⑤人材育成

ＡＶＣネットワーク分野 アプライアンス分野

ＦＡサービスソリューション分野デバイス分野
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社内アセスメント制度の利点

達成レベルを設定し、組織的に推進できる

他組織の良い事例を知ることができる

背景

Panasonicのプロセス改善の取り組み

２００２年度 社内アセスメント制度導入

２００３年度 モデルにＣＭＭを導入

２００８年度 ＣＭＭＩに移行

社内アセスメント制度を活用し、ＳＰＩ活動の
活性化を目指す
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ＳＰＩ活動を継続することの難しさ

他の良い事例をうまく導入できない

他組織のプロセスを展開しても、利用できない

標準プロセスのどこを変えていいか分からない

改善メンバーが入れ替わる

前任者の考えを、引継ぎ者が理解していない

標準プロセスをどう変えていいか分からない

標準は組織の法律と考えている

レベルを達成したしくみを変えたくない

標準プロセスを変えられると思っていない
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標準プロセスの考え方の違い

欧米型 日本型

ＳＰＩ（専門家）

強い権限
フィード
バック

明確な
作業

現場

標準プロセス

改善

支援

ＳＰＩ（仕掛人）

現場

標準プロセス
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（現実）標準プロセスへのアプローチ

ＳＰＩ

現場

標準プロセス
・現場へヒアリング
・汎用的プロセスを定義

・現場のプロセスを
顕在化することができない

標準プロセス
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現場から標準プロセスを構築する

現場が習得すべきスキル

現場のプロセスを
顕在化できる

顕在化したプロセスを
共有できる

現場を主体とした改善サイクルの土台作り

共有

支援

ＳＰＩ（仕掛人）

現場

標準プロセス

顕在化
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標準プロセスの構築方法

４

３

２

１

３回

３回

６回

４回

回数

作成した開発標準と標準モデルを比較し、
プロセスを修正する（ＣＭＭを利用）

ソフトウェアプロセス改善
活動の実施のコース

情報ニーズを基に各プロセスの測定手順や
判断基準を定義する

メトリクスの構築のコース

開発標準をベースに、組織を継続的に改善
できる事が理解できる改善体制を作る

ソフトウェアプロセス改善
チームの構築のコース

過去の開発案件について、プロセスで仕事
を表現する（ＩＳＯ１２２０７を利用）

ソフトウェアプロセスの理
解のコース

内容コース名

明確な回数と期間 １６回（８ｈ/回）、９ヶ月間
組織責任者と合意

開発リーダーを選抜（２３人）
上級管理者が必ず出席

着目
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実施前の状況

自分のプロジェクトで、やろうとしていること、

起こっていることを、描けない

何が大変なのかを、うまく仲間に説明すること

ができない

絵に描いた餅は、食べられない

（非現実的な標準プロセスは使えない）

言われたとおりにすればよい
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教育コース概要

1. ソフトウェアプロセスの理解

1.プロセスをマッピングする

2.プロセスを分析する

2. ソフトウェアプロセス改善チームの構築

3.プロセスオーナーを設定する

4.標準プロセスを作成する
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１．プロセスをマッピングする

仕事をプロセスの単位に分けて表現する

プロセスのまとまりを意識させる
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ISO/IEC 12207
ライフサイクルプロセス 現作業名 アウトプット インプット 05/11

(1W)
05/11
(2W)

05/11
(3W)

05/11
(4W)

05/12
(1W)

05/12
(2W)

05/12
(3W)

05/12
(4W)

06/01
(1W)

06/01
(2W)

06/01
(3W)

06/01
(4W)

06/02
(1W)

06/02
(2W)

06/02
(3W)

06/02
(4W)

06/03
(1W)

06/03
(2W)

06/03
(3W)

06/03
(4W)

06/04
(1W)

06/04
(2W)

06/04
(4W)

プロセス 責任者 担当者

アクティビティ

5. 主ライフサイクルプロセス
5.1 取得プロセス
5.2 供給プロセス

5.2.1 開始 仕様受入
(口頭、ﾒｰﾙ連絡)

？？

5.2.2 提案書の準備 基本設計 機能仕様書
5.2.3 契約締結 打ち合せ 契約書？？
5.2.4 計画立案 開発計画作成 ELV･SCGGU開発計画書
5.2.5 実行及び管理 進捗管理 課題管理表
5.2.6 レビュー及び評価 ﾋﾟｱﾚﾋﾞｭｰ ﾚﾋﾞｭｰｼｰﾄ
5.2.7 納入及び完了 ﾘﾘｰｽ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｺｰﾄﾞ一式

単体ﾃ ﾄ評価書5.3 開発プロセス
●5.3.1 プロセス開始の準備 開発計画作成 ELV･SCGGU開発計画書 打合せ議事録 山口K 本村
●5.3.2 システム要求分析 件名検討？？ 課題管理表 打合せ議事録 山口K 本村
■5.3.3 システム方式設計 件名検討 開発計画書兼完了報告

書
SCGGU機能仕様書

ｼｽﾃﾑ機能仕様書 山口K 本村

●5.3.4 ソフトウェア要求分析 要求分析 SCGGU機能仕様書(ｺﾏﾝﾄﾞ一 ｼｽﾃﾑ機能仕様書 山口K 本村
●5.3.5 ソフトウェア方式設計 基本設計

外部設計
SCGGU機能仕様書(端子割
当表、LED-DIPSW割当)

ｼｽﾃﾑ機能仕様書 山口K 本村

●5.3.6 ソフトウェア詳細設計 詳細設計 ｿﾌﾄｳｪｱ詳細設計書 SCGGU機能仕様書 本村 本村
又吉

●5.3.7 ソフトウェアコード作成及びテストｺｰﾃﾞｨﾝｸﾞ
ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｺｰﾄﾞ一式
単体ﾃｽﾄ評価書

ｿﾌﾄｳｪｱ詳細設計
書

本村 本村
又吉

■5.3.8 ソフトウェア結合 結合ﾃｽﾄ 結合ﾃｽﾄ評価書 ｼｽﾃﾑ機能仕様書 山口K 本村
●5.3.9 ソフトウェア適格性確認テスト ﾚﾋﾞｭｰ？？ 結合ﾃｽﾄ評価書

単体ﾃｽﾄ評価書
ｼｽﾃﾑ機能仕様書
SCGGU機能仕様書

本村 又吉

▲5.3.10 システム結合 ｼｽﾃﾑ評価 電工 電工
▲5.3.11 システム適格性確認テスト 立会い？？ 電工 電工
▲5.3.12 ソフトウェア導入 施工？？ 電工 電工
▲5.3.13 ソフトウェア受け入れ支援 試験運用

運用教育
電産 電工

6.1 文書化プロセス
6.1.1 プロセス開始の準備 開発計画書

ドキュメント一覧
本村 本村

6.1.2 設計及び作成 開発計画書
機能仕様書
ソフトウェア設計書
単体テスト評価書
バージョン管理表

本村 本村

6.1.3 文書発行 開発計画書
機能仕様書
ドキュメント一覧
ソフトウェア設計書
単体テスト評価書
バージョン管理表

本村 本村

6.1.4 保守 機能仕様書
ソフトウェア設計書

6.2 構成管理プロセス
6.2.1 プロセス開始の準備 開発計画書 本村 本村
6.2.2 構成識別 開発計画書

バージョン管理表
ソフトウェア設計書

納期要求 本村 本村

6.2.3 構成制御 仕様漏れ修正 電子メール 本村 本村
6.2.4 構成状況の記録 問題と対策一覧 本村 本村
6.2.5 構成評価
6.2.6 リリース管理及び出荷 ドキュメント管理表

バージョン管理表
本村 本村

6.3 品質保証プロセス
6.3.1 プロセス開始の準備
6.3.2 製品の保証
6.3.3 プロセスの保証
6.3.4 品質システムの保証

6.4 検証プロセス
6.4.1 プロセス開始の準備
6.4.2 検証 ソフトウェア設計書

レビューシート
テスト評価書

本村 本村

6.5 妥当性確認プロセス
6.5.1 プロセス開始の準備
6.5.2 妥当性確認

6.6 共同レビュープロセス
6.6.1 プロセス開始の準備 開発計画書(ﾚﾋﾞｭｰ計画) 本村 本村
6.6.2 プロジェクト管理レビュー 開発計画書 本村 本村
6.6.3 技術レビュー レビューシート 本村 本村

6.7 監査プロセス
6.7.1 プロセス開始の準備
6.7.2 監査

6.8 問題解決プロセス
6.8.1 プロセス開始の準備 問題と対策一覧 本村 本村
6.8.2 問題解決 開発完了報告書 本村 本村

日程現状
役割

ＰＳＳＣＲ対応

不具合対応
仕様漏れ対応

二次機能一次機能

グループ照合APB機能

二次機能一次機能

SA：要件分析 SS：基本設計 PS：詳細設計

PG：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ MT：単体ﾃｽﾄ

PS：詳細設 PG：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

MT：単体ﾃｽﾄ

PS：詳細設 PG：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

MT：単体ﾃｽ
ﾄ

IT：結合ﾃｽﾄ

ST：総合ﾃｽﾄSP：企画・計画

PG：ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

MT：単体ﾃｽ
ﾄ

●：本村担当
▲：電工担当
■ 電工 本村共同担当

PS：詳細設計
（ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ作成）

PG：ﾌﾟ
ﾛｸﾞﾗﾑ

MT：単体
ﾃｽﾄ

PS：
詳細
設計

運用ﾃｽﾄ

ＰＳＳＣＲ対応

ｸﾞﾙｰﾌﾟ照合APB

試作ソフトにて方
式検討

開発計画

05/12末までに
システム評価用のテスト
必要だ 機能分

追加仕様に対する機能設

追加仕様の実
装・テスト

提出成果物の設 システム評価に
よる不具合対応

導入現場での不具
合調査 対応

試作結果を見直し、
開発プロセスの「システム要
求分析～方式設計」へイン
プット

一次版の成果物一式
の作成・整理

一次、二次、最終を３段階
でマイルストンを設定。
各マイルストン毎の成果物

★２ システムが動作停止した
　　　（リセットすると問題なく復旧す
る）

★２ 長期連続評価の実施
　　　（評価環境・時間不足の対
策）

★１ 開発背景に対する教
育

★１ 機能対応漏れ・矛盾点の多発
　　　（プログラマの仕様理解不足）

進捗に対する開発計画の見直し
追加仕様の検討

潜在していた問題に対する
対応の検討

ソフト変更内容
を設計書へ反映

SQAを入れる
知識と教育の十分性のチェッ
ク
レビュー計画の立案

プロセスの保証（要員の知識の保
証）として共同レビュープロセスの
技術レビューを実施し、要求者／管
理者／開発者との知識を統一する。

どの様に苦労してプロジェクトを進めて来たのか意見交換

問題点と原因を発見し、対策をプロセスで描き、検討する

２．プロセスを分析する

問題発生原因問題発生原因
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「1.ソフトウェアプロセスの理解」コース

ソフトウェアライフサイクルプロセスの概要は理解できましたか。

4

5 5 5

2 2 2

3
3.35 3.52

3.75 3.75

1

2

3

4

5

1-1 1-2 1-3 1-4
実施回数

理
解

度

平均

「1.ソフトウェアプロセスの理解」コース

プロジェクトを振り返る事で何か気付きがありましたか。

5 5 5 5

1

2 2 2

3.87 4.04 4.20 4.00

1

2

3

4

5

1-1 1-2 1-3 1-4
実施回数

理
解

度

平均

実施結果１

【アンケートより】
・プロセスから見れることで、
問題解決策が提案できる
・描写したプロセスに対し、
仲間の意見が参考なった
・どのようにしていくべきか
の判断ができた
・やり方をより良くできる
可能性を感じた

新たな気付きがありましたか？

プロセスは理解できましたか？
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３．プロセスオーナーを設定する

Ｈさん外注管理

Ｇさん納品

Ｅさん
Ｆさん

進捗管理

Ｃさん
Ｄさん

計画

オーナープロセス名

Ｗさん問題解決

Ｕさん
Ｖさん

レビュー

Ｓさん
Ｔさん

品質保証

Ｑさん
Ｒさん

構成管理

オーナープロセス名

Ａさん

Ｂさん
チームリーダ

Ｐさん結合ﾃｽﾄ

Ｏさんｺｰﾃﾞｨﾝｸ

Ｍさん
Ｎさん

設計

オーナープロセス名

Ｉさん
Ｊさん

要求分析

Ｋさんｼｽﾃﾑﾃｽﾄ

Ｌさん運用保守

オーナープロセス名

Ｇさんサブリーダ Ｋさんサブリーダ Ｐさんサブリーダ

上級

管理者
事務局

Ｔさんサブリーダ

プロセスオーナー制を導入し、責任分担を明確にする

インプットとアウトプットを意識させる
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４．標準プロセスを作成する①
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４．標準プロセスを作成する②
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４．標準プロセスを作成する③

各プロセスのアウトプットとインプットをつなげていく

マッピングしたプロセスを利用し、現実に対応できているか議
論する（全員でプロセスをレビューする）

計画

プロセス
オーナー

要求分析

プロセス
オーナー

設計

プロセス
オーナー

構成管理

プロセス
オーナー
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実施結果２
「2.改善体制の構築」コース

継続的な改善体制を作れる事や、維持・成長できる事は理解できましたか。
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「2.改善体制の構築」コース

プロセスアプローチを使えるようになりましたか。

4

5

4 4 4

5

2

1 1

2 2 2

3.40
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3.05 3.14

3.50

1

2

3

4

5

2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 2-6
実施回数

理
解

度

平均

【アンケートより】
・開発に必要な手順が
導き出せるようになった
・議論している間に、
他の人の考え方が
分かるようになった
・標準プロセスの意義を
実感できた
・チーム全体での議論に
もっと時間をかけたい

標準プロセスを理解できましたか？

プロセスの考え方を使えましたか？
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能動的
自分たちで考えるようになってきた

標準プロセスの使い方が分かった

プロジェクトがプロセスで描けるよ
うになり、どこで問題が発見し、どの
時点で予防すればよいかを考えら
れるようになった

実施後

まとめ

プロセスを表現し、理解し合うスキルが身についた

継続的に改善を推進できる体制ができた

現場が中心となり、標準プロセスを構築できた

→

→

→

受動的
言われたとおりにすればよい

標準プロセスは使えない

プロジェクトで起こってい
ることが、描けない。

何が大変なのかが説明す
ることができない。

実施前
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今後の課題

より効率的にスキルを定着させるために、内容
や構成を改良し、本手法を展開していきたい

（現状）８時間×１６回

２時間×２４回（将来）８時間×８回
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ご静聴ありがとうございました


